
MIEDOYU 

 【Contents】 

 １【案内】第２９回経営研究集会開催案内 

 ２【報告】９月合同例会  

 ３【連絡】新入会員・会員情報変更 

 ４ 中小企業基盤整備機構ＮＥＷＳ  

 

三重県中小企業家同友会 

  

  

VOL. 445 

  

【記念講演】ﾃｰﾏ 『一人一人の人生に寄り添う経営理念』 
 
 報告者：杉本 香織氏 オーケーズデリカ株式会社  
             代表取締役社長   
  
 理念経営を通じて、約200名の社員が主体的に働く「逆ピラミッド型組織」

を実現。「日本一の弁当屋のおかん」による社員の人生に寄り添った組織
改革・働き方改革とは？ 

  報告者ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ        
1973年、弁当屋の娘として生まれる。 

大学卒業後、名古屋の食品問屋に就職。社内では女性初の営業
に登用される。飛び込み営業で積み重ねた度胸と女性ならではの
きめ細やかな対話術により、トップ営業に。その後結婚を機に家業
である株式会社OK給食に入社（後にオーケーズデリカ株式会社に
社名変更）。2015年グループ会社・株式会社菜友の代表取締役社

長に就任。同年、オーケーズデリカ株式会社代表取締役社長に就
任。 
  
【受賞歴】 
2016年 優れた女性経営者として「中経トパーズ賞（中部経済新
聞）」受賞 
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 マネージメントリサーチフェス  

         「知り、学び、援け」 愛のつながり 
  私たち実行委員会は、講師や発表者を設置しない、自分たちで作り上げる
経営研究集会を企画しました。手弁当で研修を設定し、参加者の皆さんと共に
作り上げる学び、相互啓発を実現したいと願っております。研修は同友会の相
互啓発「バズセッション」をメインに、そしてバズセッションを宴会の中で行うこ
とで、「相互啓発できる友達」の関係になってもらおうと願って準備を進めてい
ます。 
 今まで一度も開催されたことがない企画に私たち実行委員は挑戦します。 
皆さん、多いに語り合いましょう。ご参加ご協力をお願い致します。 

 

     第２９回経営研究集会 実行委員長 株式会社金星堂 小笠原 貴行 

 
 
開催日時 
  ２０２２年１１月４日（金） 
  １５時～２０時 
会場 
  プラトンホテル四日市 
参加費 
  ８，０００円 
 
 
 
 

 
 
 
☆１５時～１７時   
  知り合い・認め合い・一体感を育む 
  ～みんなでよい会社になろう～ 
 
☆１７時３０分～１９時（呑みバズ） 
  マック VS スタバ  
  あなたならどっち？ 
 
☆１９時～２０時（呑みバズ） 
  わたしの主張 

 
 
 

開催要項 

本企画は飲食を伴います。抗原検査
キットを配布しますので当日検査必ず
受けてのご参加をよろしくお願います。 

開催内容 

※詳細は同封のチラシをご覧ください 
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  ９月合同例会 『いま想う経営者としての心構えとは』 
報告者 宮﨑 由至氏 株式会社宮﨑本店 代表取締役会長 

 

  

 ９月度合同例会、（株）宮﨑本店宮﨑会長のご報告を聞いて、今後自分が仕事をするにあた
りどのような考えで取り組んでいくのか考えてみました。 
報告の中でたくさんの『キーワード』がありましたが、自分が一番あたまに残ったこと、 
これから目指していきたいと思ったことは、『顧客満足と社員満足は一体である』 ということです。

社員アンケートで「今日飲んだ酒えらいうまかったけどどこの酒や！」とお客さんが話している
のを聞いた時、仕事をしていて一番うれしかったとのこと、 
その時「その酒は自分が造ってるんやで」と言いたかった。 
というエピソードは核心をえているように思いました。 
 休日日数や給与はどこまでいっても際限がありません。 
人が働く原動力となり、かつ社員満足につながるのは 
顧客満足が得られて時だということを学びました。 
 また、報告後には「宮﨑会長は販売、ブランディングの 
天才やな～」という声が聞こえてきました。仕事をするに 

あたり弱点を克服する時間はないので自分の強みを生かす方が組織は成長するというお話も
共感いたしました。発信しなければ受信はしない。自分の弱みを発信することで周囲に助けて
もらい、自分の強みを徹底的に生かしてきた結果が今日の宮﨑本店の発展につながっている
のだと理解しました。 

一方で現状の自分の立場を考えた時に、販売・ブランディングを実職する段階ではないと考え
ました。今後自分が働く期間は３０年前後。自分がバトンを持っている時 

に何をするべきか考えると、次の世代がそれらを実践しようとしたときに、飛躍できるような準
備をしておくことだと思います。販売エリアの中で客層を絞ることなく徹底的に需要勝ちさせるこ
と、その需要に少しでも応えられるよう生産を頑張ること、自分の仕事に喜びを見つけられる人
材を育成することが自分の役割だと思っております。ただ、営業、販売、ブランディング、経理、
経営も頭にいれておかなければ次の世代が実践しようとしても理解できません。それらを学ぶ
絶好の場所が同友会です。 

 それぞれに得意な分野があり、様々な分野のプロがいる「三重同友会」で幅広く勉強していき
たいと思います。 
 お忙しい中ご報告いただきました宮﨑会長ありがとうございました。 

また、このような貴重な機会を準備くださいました担当幹事の皆さまありがとうございました。 
                                     中森園 中森 慎二 
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会員変更 

三重事務所 

産業雇用

◆小規模企業の経営者の皆様へ  ～小規模企業共済制度のご案内～ 
  

 小規模企業共済制度は、個人事業主（共同経営者を含みます）や小規模企業の
会社経営者及び役員が加入できる積み立てによる退職金制度で、国の機関である
独立行政法人中小企業基盤整備機構（中小機構）が運営しています。加入者が事
業をやめられたり退職されたりした場合に、生活の安定や事業の再建を図るための
資金を予め準備しておくための、いわば「小規模企業の経営者のための退職金制
度」といえます。2022年3月現在、全国で約159万人の方が加入しています。 
 加入できる方は、常時使用する従業員数が２０人以下の製造業、建設業等（商
業・サービス業(旅館業、娯楽業は除く)は５人以下）の個人事業主及び会社等の役
員、個人事業主と共に事業を経営する共同経営者（個人事業主１人につき２人ま
で）です。掛金月額は、１千円～７万円の範囲内で自由に選べます。また、掛金月
額は自由に変更（増額・減額）できます。 
将来年金だけでは不安だ、自分で資金を積み増しするにはどんなものがあるの、とお
悩みの小規模企業の経営者の皆様は、是非ご自身の「現役引退後の生活資金」を
確保するため、本制度のご活用をご検討下さい。 
 


